別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健所費　目：保健所費
	事業名:結核予防業務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症対策担当　電話番号：058-272-1111（内3352）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：10,048千円（前年度予算額：2,738千円）

	事業内容


	１　事業の内容


感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以下「感染症法」という。）に基づき、結核患者の接触者健康診断及び結核登録患者の管理検診を実施し、感染者の早期発見と早期治療により結核の感染拡大を防止する。
（感染症法第１７条、第５３条の１３）
（１）結核登録患者の管理検診（感染症法第５３条の１３）
保健所は結核患者と結核回復者（治療を終了してから2年以内の者→再発がしやすいとされている。）に関する事項（住所、氏名、症状等）を登録し、結核回復者に対する管理検診を実施する。

・検診内容　胸部Ｘ線検査、喀痰検査による病状把握
・検診回数　年2回
　＊結核登録患者の管理検診については、厚生労働省通知により実施間隔が年1回から年2回に変更となったことから、23年度から実施回数を増やして対応している。

・検診場所　保健所

（２）患者の接触者（対象者）の健康診断（感染症法第１７条）
結核患者が発生した場合、感染源や感染経路を確認し、感染拡大を防止する目的で接触者（家族等の対象者）に対する検診を実施する。
・検診内容　胸部Ｘ線検査
　　　　　　ツベルクリン反応検査（ＢＣＧ未接種者）

　　　　　　クオンティフェロン（ＱＦＴ）検査
・検診場所　保健所

	２　所要経費


接触者健康診断及び管理検診にかかる経費　　　10,048千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


感染症法に基づき、感染症（結核）のまん延の防止を図るため、知事（保健所長に事務委任）による結核患者の接触者健康診断を実施しているが、感染症法の一部改正（平成19年4月1日施行）に伴い、従来実施してきた結核定期外健康診断の取扱いについても、「結核接触者健康診断の手引き」として、新しい技術指針が策定された。
平成22年6月に技術指針が改訂されたことにより接触者健康診断に要する費用等について、新しい技術指針に沿って精査することとなった。従来の技術指針には、感染の有無を判定する検査として、クオンティフェロン（ＱＦＴ）検査の導入が盛り込まれていたが、今回の指針の改訂によりＱＦＴ検査は接触者健康診断を実施するにあたって第一優先とすべき検査方法とされていた。ＱＦＴ検査は平成19年度から試行的に開始し、20年度から本格的に導入しており、21年度から22年度にかけては積極的な導入についての考えが浸透し、検査件数も増加した。当県においては、24年度より「岐阜県結核予防業務指針」を新しい指針に沿った内容に改訂し、第一優先としてＱＦＴ検査を行うこととするため、予算を増額して対応する。
平成19年4月「結核の接触者健康診断の手引き」策定

平成22年6月「結核の接触者健康診断の手引き」改訂（第4版）

	３　これまでの取組に対する評価


接触者健康診断及び管理検診を適切に実施することで結核の早期発見・早期治療により結核のまん延を防止することができた。引き続き検診事業を実施する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,738
	1,369
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,369

	要求額
	10,048
	5,024
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,024

	決定額
	10,048
	5,024
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,024


